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カーボンナノチューブ（CNT）は、その単線において既存線材を凌駕する機械特性を示すこと

から、超軽量・高強度線材としての応用が期待されている。特に CNT 単線が示す、100 GPa を

超える優れた破断強度をバルク線材において引き出すためには、さらなる単線の長尺化、高純度

化に加えて集合線の高密度化が重要となる。これまでに我々は、CNT が高速層流中において塑

性変形を伴いながら伸長成長する現象を見出し（Floating-Bridge CNT; FB-CNT）、高品質な CNT

が合成できることを報告した。FB-CNT の破断強度は単線で~100 GPa、集合化バンドル（Φ10 nm）

においても 50 GPa を維持する[1]。本研究では、バルク線材である FB-CNT 紡績糸（Φ50 μm）

の機械特性について評価したので報告する。 

FB-CNT は化学気相成長法により合成した。具体的には、鉄系触媒存在下、炭素源としてメタ

ンを用い、水素雰囲気において合成した。as-grown FB-CNT は、ガス整流作用のあるセラミック

ス・ハニカムを炉管内に設置することで、ガス流方向に沿って配向集合した CNT ファイバーと

して回収した。FB-CNT 紡績糸は CNT ファイバー

を集合化すると同時に撚りを加えて作製した。 

ラマン分析より、as-grown FB-CNT は直径 1.5-2 

nm の単層 CNT であり、高い結晶化度を示す（G/D 

ratio ~50）。Fig. 1 は、FB-CNT 紡績糸（Φ50 μm）

の応力-ひずみ曲線及び引張試験後の走査電子顕微

鏡像（SEM）を示す。FB-CNT 紡績糸の破断強度は

1.6 GPa、ヤング率は 14 GPaであった。本講演では、

FB-CNT 無撚糸との比較から、撚り線化処理が CNT

の構造と機械特性に及ぼす影響について議論する。 
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Fig. 1. Stress-strain curve of FB-CNT yarn. 

Inset shows an SEM image of the sample. 
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